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（第 62巻第 5号）
特集号ゲストエディタ：川端邦明（日本原子力研究開発機構），中坊嘉宏（産業技術総合研究所）
特集号編集WG： 板井志郎（広島工業大学），髙橋三郎（パナソニック アドバンストテクノロジー），槇田　諭（福岡工業大学），矢代大祐（三重

大学），吉留忠史（神奈川工科大学），梅谷智弘（甲南大学：幹事）

　サービスロボットの応用システムなど，複雑なシステ
ムの研究開発を行う際，各要素技術の研究開発だけでな
く，所望の目的を達成するために必要となる適切なハー
ドウェア，ソフトウェア群を統合させるシステム統合（イ
ンテグレーション）技術が求められます．一方，システ
ムを統合する際に，個々のシステムの評価はもちろんの
こと，実際に機能させる環境で組み合わされたシステム
の性能評価が望まれます．ここで，システムの性能評価
をどう行うか，という問題は，開発したシステムの信頼
性，有用性につながるため，研究開発の推進だけでなく，
成果を学会発表や論文にまとめるときの評価，価値にも
つながる重要な話題であるといえます．
　ここで，私が会誌出版委員を引き受けた折，部会の委
員より，フィールドや災害対応ロボット・システムのた
めの性能試験法に関するものがあり，複数の組織やグルー
プでさまざまな取り組みがなされているという話を伺う

ことがありました．性能評価の話はユーザも巻き込んだ議
論が必要であり，標準化の問題もありますので，こういっ
たアクティビティを広く紹介できる機会があれば，という
ことで，本企画がスタートしました．
　本特集号を企画するにあたって，ゲストエディタをお引
き受けいただいた川端邦明先生，中坊嘉宏先生，そして，
システムインテグレーション部門安心安全システム部会の
皆様に深く感謝申し上げます．企画をまとめるにあたって
は，会誌出版委員の皆様にはさまざまなご助言をいただき
ましたこと深く感謝申し上げます．また，執筆をご担当い
ただきました皆様には，企画段階からご協力いただきまし
たこと，厚く御礼申し上げます．ご多忙の中，原稿を査読
いただきました皆様，きめ細かな配慮をいただきました学
会事務局に深く感謝申し上げます．本当にありがとうござ
いました．
 （梅谷　智弘　記）
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